
国立大学法人琉球大学教員選考通則

平成２７年３月４日

制 定

（趣旨）

第１条 この通則は，国立大学法人琉球大学教員選考基準（平成１６年４月１日制定）に定める

選考基準のほか，本学教員（国立大学法人琉球大学職員就業規則（平成１６年４月１日制定）

第２条第２項第３号に定めるものをいう。）の選考に関し必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この通則において「学部等」とは，各学部，各研究科，学内共同教育研究施設，大学

附属の研究施設，医学部附属病院及び大学運営推進組織をいう。

２ 「学部等の長」とは，前項に規定する学部等の長をいう。

（学部等における採用等人事の発議及び学長発議）

第３条 学部等の長は，採用又は昇任人事の必要がある場合は，教員採用（昇任）人事申出書

（別紙様式１）（以下「人事申出書」という。）を学長へ提出しなければならない。

２ 学長は，前項による場合のほか教員人事学長諮問委員会（以下「諮問委員会」という。）

の意見を参酌し，全学的な観点や総合的な判断により必要があると認めた場合は，採用，昇

任又は配置換人事（以下「採用等人事」という。）について審議を開始することができる。

（全学教員人事委員会への審議付託）

第４条 学長は，学部等の長から人事申出書の提出があった場合は，諮問委員会の意見を参酌

して当該学部等の長と調整し，必要と認めた場合は全学教員人事委員会（以下「人事委員会」

という。）へ審議を付託する。

２ 学長は，前条第２項の規定に基づき採用等人事を開始する場合は，教員採用（昇任・配置

換）人事提案書（別紙様式２）により人事委員会へ審議を付託するものとする。

（採用等人事の可否等）

第５条 学長は，前条に基づく人事委員会における審議結果を踏まえ，全学的な観点から採用

等人事の開始の可否を決定し，その結果を当該学部等の長へ通知する。

２ 学長は，採用人事の開始を決定した場合は，前項による通知とともに当該学部等の長へ公

募要項の作成を依頼する。

３ 前項の規定にかかわらず，公募を要しない特段の事由があると学長が判断した場合は，こ

の限りでない。

（調書作成委員会の設置等）

第６条 学部等の長は，前条第１項の規定に基づき採用又は昇任人事の開始決定の通知があっ

たときは，当該学部等の教授会等の議に基づき当該採用等人事に係る教員選考調書作成委員

会（以下「調書作成委員会」という。）を設置しなければならない。

２ 前項の調書作成委員会には，当該学部等以外の委員を加えることができる。



（公募要項の作成）

第７条 調書作成委員会は，当該採用人事に係る公募要項を作成し，当該学部等の長へ提出し

なければならない。

２ 学部等の長は，前項の規定に基づき公募要項を受理したときは，学長へ申請し承認を得な

ければならない。

３ 学長は，前項の規定に基づき公募要項を受け取ったときは，当該公募要項の内容について

諮問委員会の意見を参酌して，承認の可否を決定し，その結果を当該学部等の長へ通知する。

（採用等候補者の審査付託）

第８条 学長は，前条第３項の決定に基づき公募した結果について当該学部等の長へ報告し，

当該公募により応募者があった場合には，当該採用候補者について教育研究業績等の審査を

当該学部等の長に付託する。

２ 学長は，第５条第３項の規定に基づき公募によらず採用候補者が得られた場合には，当該

採用候補者の教育研究業績等について，当該学部等の長へその審査を付託する。

３ 学長は，第５条第１項の規定に基づき昇任又は配置換（以下「昇任等」という。）人事の

開始を決定した場合は，当該昇任等人事に係る昇任等候補者の教育研究業績等について，当

該学部等の長へその審査を付託する。

（採用等候補者の選考調書の作成）

第９条 学部等の長は，採用人事にあっては前条第１項及び第２項による教育研究業績等の審

査結果に基づき，採用候補者について，教員選考調書（第３項に定める教員選考調書をいう。

以下この条において同じ。）及び履歴書等（以下「選考調書等」という。）を添えて，学長

へ推薦しなければならない。

２ 学部等の長は，昇任等人事にあっては前条第３項による教育研究業績等の審査結果に基づ

き，当該昇任等候補者について，選考調書等を添えて，学長へ推薦しなければならない。

３ 前２項に定める採用等候補者に係る教育研究業績等の審査に当たっては，次の各号に掲げ

る事項の審査に留意し，当該候補者の人物評価を含めた教員選考調書を作成するものとする。

(1) 研究に関する業績

(2) 教育に関する業績

(3) 社会貢献に関する実績

(4) 国際連携に関する実績

(5) 大学等の管理運営に関する実績

(6) その他特記すべき事項

(7) 総合評価

（採用等候補者の決定）

第１０条 学長は，前条第１項の規定に基づき学部等の長から採用候補者の推薦があった場合

は，当該候補者の選考調書等に基づき，採用候補者の決定を行い，人事委員会へ報告するも

のとする。

２ 前条第２項の規定に基づき昇任等候補者の推薦があった場合は，前項に準じて取り扱う。

３ 学長は，前２項に定める候補者の決定に当たっては，諮問委員会の意見を参酌して行うも

のとする。

４ 学長は，第１項及び第２項の規定に基づき採用等候補者を決定した場合は，その結果を当

該学部等の長へ通知するものとする。



（採用等候補者の差戻し）

第１１条 学長は，前条第１項及び第２項の規定にかかわらず，採用等候補者の決定を行うに

当たって，候補者を決定するに足る選考過程又は手続等が適正に行われていないと認定する

場合は，当該学部等の長へその理由を付して差し戻すものとする。

２ 学長は，前項に定める候補者の差し戻しに当たっては，諮問委員会の意見を参酌して行う

ものとする。

３ 学長は，候補者の差し戻しを行った場合には，人事委員会へ報告するものとする。

４ 第１項により差し戻しを受けた学部等の長は，学長と協議の上，候補者選考の取扱いにつ

いて決定するものとする。

（補則）

第１２条 この通則に定めるもののほか，教員の採用等人事に係る教育研究業績等の審査，そ

の他調書作成委員会等に関し必要な事項は，教授会等の議に基づき学部等の長が学長の承認

を得て別に定める。

（改廃）

第１３条 この通則の改廃は，教育研究評議会の議を経て学長が行う。

附 則

１ この通則は，平成２７年４月１日から施行する。

２ この通則の施行日より前に，全学教員人事委員会において教員採用等計画が承認された採

用等人事については，平成２８年３月３１日までの間は原則として従前の例による教員採用

等手続きを行うものとする。

３ 前項の規定により難い場合には，その取扱いについては学長が判断するものとする。

４ 大学院医学研究科及び医学部附属病院における教員に関する採用等人事については，当分

の間，学長の管理の下でその採用等手続きを行うものとする。

附 則（平成２８年４月２６日）

この通則は，平成２８年４月２６日から施行する。

附 則（平成２９年５月１５日）

この通則は，平成２９年５月１５日から施行し，平成２９年４月１日から適用する。



別紙様式１

教員採用（昇任）人事申出書

学部長等

※現（元）教員欄は，現（元）教員の学科・課程・講座等について記載する。

※現教員とは公募又は昇任予定のポストに現在在籍する者，元教員とはポストが欠員となって

いる場合の元在籍していた者。

設置基準等との整合

性確認

事 項
採用（昇任）

予 定 教 員
現 教 員 元 教 員

学部・学科・課程等

職 名

専 門 分 野

担

当

授

業

科

目

共通教育科目

専門科目

学

部

大

学

院

採 用 （ 昇 任 ）

予 定 年 月 日

応募資格等

（選考基準等）

・学位

・資格

・教育（研究）歴

・業績及び実績

採用（昇任）理由

採用予定教員と現

教員の所属，職名

専門分野が異なる

場合は，詳しく記

入すること



※昇任予定者については，昇任対象者略歴も併せて提出する。

別紙様式２

教員採用（昇任・配置換）人事提案書

学 長

※現（元）教員欄は，現（元）教員の学科・課程・講座等について記載する。

※現教員とは公募、昇任又は配置換予定のポストに現在在籍する者，元教員とはポストが欠員

事 項
採用（昇任・配置換）
予 定 教 員

現 教 員 元 教 員

所 属 等

職 名

専 門 分 野

担

当

授

業

科

目

共通教育科目

専門科目

学

部

大

学

院

採用（昇任・配置換）

予 定 年 月 日

応募資格等

（選考基準等）

・学位

・資格

・教育（研究）歴

・業績及び実績

採用（昇任・

配置換）理由

採用予定教員と現

教員の所属，職名

専門分野が異なる

場合は，詳しく記

入すること

設置基準等との整合

性確認



となっている場合の元在籍していた者。

※昇任又は配置換予定者については，昇任又は配置換対象者略歴も併せて提出する。


